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 １．分塊工場の位置づけ  

 

 製鉄所における分塊工場は製銑・製鋼・分塊・製品圧延加工の銑鋼一貫工程の

中間に位置し，その文字が示す通り，製鋼工場で鋳込まれた鋼の「塊」を次工程

の製品工場に最も適した寸法・形状の鋼片に「分」けてタイミングよく供給する

という役割がある。 

 ここで言う鋼の塊には鋼塊（インゴット）とＣＣ鋳片があり，分塊圧延された

鋼片にはスラブ，ブルーム，ビレットなどと呼ばれるものがある。またこれらの

鋼片を使用する製品工場には， 

   鋼板製造の熱延工場・厚板工場 

   鋼管製造の継目無鋼管工場 

   条鋼製造の線材工場・棒鋼工場・形鋼工場 

   鍛造品製造の鍛圧工場 

 などがある。 

 この位置づけをわかりやすく図示すると図１－１のとおりである。 

 元来分塊圧延は銑鋼一貫工程の中で銑鋼の大量生産を効率的に遂行することを

目的として誕生したものであるが，連続鋳造の進歩普及により，単に量産のため

だけでなく，低原価での安定した良品質の鋼片を供給する役割を果たさなければ

ならない。このような意味で分塊工場の役割のいくつかを要約列挙すると次のと

おりである。 

 ＜工程的意義から＞ 

① 製鋼工場の鋳込作業を簡素化し，かつ操業度・能率を上げることに役立

っている。 

② 製品工場の望む寸法形状の鋼片をタイミングよく供給することにより，

製品工場での能率・品質の向上に役立つ。 

③ 前後工程のバッファーとして多品種生産を円滑に遂行することができる。 
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